
山
陰
あ
れ
こ
れ

番
外
編

令
和

年

月

日
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島
根
半
島
四
十
二
浦
巡
り
再
発
見
研
究
会
地
域
再
生
大
賞
優
秀
賞
受
賞

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

地
方
新
聞

紙
と
共
同
通
信
社
が
、
地
域
活
性

46

化
に
取
り
組
む
令
和
３
年
度
の
第

回
地
域
再
生
大

12

賞
優
秀
賞
に
、
筆
者
の
所
属
す
る
島
根
半
島
四
十
二

浦
巡
り
再
発
見
研
究
会
が
選
ば
れ
た
と
本
日
の『
山

陰
中
央
新
報
』
３
面
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
賞
に
は
各
都
道
府
県
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

昨
年

月
中
旬
、
第
一
次
選
考
を
通
過
し
た

団
体

10

50

か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
報
道
を
細
か
く
読
ん

で
み
る
と
、
大
賞
は
山
梨
県
韮
崎
市
の
河
原
部
社
が
、
中
高
生
に
家
庭
で
も
学
校
で
も
な
い
第
三
の

居
場
所
を
提
供
し
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
イ
ベ
ン
ト
や
職
場
体
験
を
通
じ
て
生
徒
ら
の
夢
を
実
現
、
地
域

へ
の
愛
着
を
育
む
こ
と
を
理
由
に
選
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
他
、
準
大
賞
、
ブ
ロ
ッ
ク
賞
、
特
別
賞
、
優
秀

賞
な
ど
、
推
薦
さ
れ
た
団
体
は
何
ら
か
の
賞
に
輝
い
て
い
る
。

筆
者
た
ち
の
島
根
半
島
四
十
二
浦
巡
り
の
信
仰
習
俗
は
、
江
戸
時
代
に
は
見
ら
れ
、
島
根
半
島

西
端
、
出
雲
大
社
か
ら
東
端
の
美
保
神
社
ま
で

浦
で
汐
汲
み
を
し
て
神
社
を
巡
り
、
一
畑
薬
師
で
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汐
水
を
奉
納
し
結
願
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
亡
き
人
を
偲
び
、
心
身
の
清
浄
を
求
め
、
家
族
の
健
康

な
ど
を
祈
願
す
る
と
い
う
習
俗
で
あ
る
。
最
古
の
資
料
と
し
て
、
松
江
市
美
保
関
町
雲
津
浦
の
諏
訪

神
社
拝
殿
に
宝
永

年
（
１
７
１
０
）
に
奉
納
さ
れ
た
「
雲
州
四
十
二
浦
之
詠
歌
」
の
扁
額
が
あ
る
。

7

こ
の
習
俗
を
現
代
に
甦
ら
せ
よ
う
と
平
成

年

月
に
発
足
し
た
の
が
、
島
根
半
島
四
十
二
浦
巡

22

3

り
再
発
見
研
究
会
（
事
務
局
長
・
木
幡
育
夫
氏
）
で
あ
り
、
会
員

名
を
擁
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

100

元
々
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
研
究
の
権
威
で
、
関
係
地
を
巡
り
、
こ
の
風
習
に
着
眼
し
た
八
王
子
市

の
関
和
彦
氏
（
昭
和

年
～
平
成

年
・
享
年

歳
）
の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
て
結
成
さ
れ
た
。
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31

73

本
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
て
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
小
泉

八
雲
に
関
す
る
講
演
会
（
出
雲
市
大
社
町
、
隠
岐
の
島
町
、
西
ノ
島
町
、
松
江
市
な
ど

回
）
を
開
い

4

た
り
、
刊
行
物
と
し
て
は
、
機
関
誌
『
島
根
半
島
四
十
二
浦
巡
り
』
発
行
の
他
、
Ｂ
５
判
の『
島
根
半

島
四
十
二
浦
巡
り
の
旅
』
、『
小
泉
八
雲
の
足
跡
探
訪
・
松
江
出
雲
隠
岐
諸
島
の
旅
』
や
『
島
根
半
島

四
十
二
浦
巡
り
巡
礼
帖
』
の
冊
子
と
毎
年
関
連
写
真
を
網
羅
し
た
月
別
カ
レ
ン
ダ
ー
を
発
行
し
て
い

る
。
ま
た
各
神
社
駐
車
場
に
案
内
看
板
の
設
置
や
ト
イ
レ
に
注
意
書
き
を
提
示
し
た
り
、
会
員
を
中

心
に
関
係
地
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
り
と
、
精
力
的
な
活
動
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
特
筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
昨
年
４
月
３
日
に
広
く
募
金
を
募
り
、
一
畑
薬
師
庭
園

に
「
関
和
彦
先
生
顕
彰
碑
」
を
建
立
し
除
幕
式
を
行
っ
た
こ
と
と
、
今
年
４
月
２
日
に
同
庭
園
で
「
島

根
半
島
四
十
二
浦
巡
り
再
発
見
記
念
碑
」
建
立
除
幕
式
を
行
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

本
会
の
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
優
秀
賞
の
受
賞
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は

島
根
県
下
の
多
く
の
団
体
が
あ
る
中
で
、
山
陰
中
央
新
報
社
と
い
う
優
れ
た
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
本
会

が
推
薦
さ
れ
た
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
関
和
彦
氏
の
考
え
に
賛
同
し
た
人
た
ち
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
た
本
会
は
、
名
コ
ン
ビ
と
い
う
べ
き
木
幡
育
夫
事
務
局
長
の
献
身
的
な
支
え
で
、
こ
れ

か
ら
も
大
き
く
発
展
し
て
行
く
こ
と
を
信
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
元
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）

巡礼帖の表紙


